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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月27日(2007.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　掃除機本体と、
　上記本体と一体的に設けられ、上記本体から前方へ所定長さ突出しており、その先端か
ら塵埃を吸い込むことのできる固定形状の吸込ノズルと、
　上記吸込ノズルに着脱可能に外嵌される接続用ベントを有する床用ブラシと、を含むこ
とを特徴とする携帯型電気掃除機。
【請求項２】
　上記吸込ノズルは、床の隅などを清掃する際、上記本体が壁などと干渉して床の隅に当
接できなくても、その先端が床の隅まで届き得る長さにされていることを特徴とする請求
項１に記載の携帯型電気掃除機。
【請求項３】
　上記吸込ノズルと上記接続用ベントとは略同一長さであり、
　上記吸込ノズルに上記接続用ベントを外嵌することで、上記本体に対して上記床用ブラ
シが装着され、接続部は上記吸込ノズルと上記接続用ベントとの二重構造になることを特
徴とする請求項１または２に記載の携帯型電気掃除機。
【請求項４】
　上記床用ブラシは、
　吸引口を有するケーシングと、
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　上記吸引口に備えられたロータリブラシと、
　上記ロータリブラシを回転させるためのモータと、を含み、
　上記接続用ベントは、上記ケーシングに対して揺動自在に連結されて、上記ケーシング
から延び出ており、
　上記接続用ベントの突出端側には、上記モータと電気的につながれている受電側接続端
子が配設されており、
　上記吸込ノズルの根元部には、上記接続用ベントが外嵌されたときに、上記受電側接続
端子と電気的に接続する給電側接続端子が配置されていることを特徴とする請求項１～３
のいずれかに記載の携帯型電気掃除機。
【請求項５】
　上記床用ブラシは、吸引口を有するケーシングを含み、
　上記接続用ベントは、上記ケーシングに対し上下方向に揺動可能に連結されて上記ケー
シングから延び出ており、
　上記接続用ベントを上記吸込ノズルに外嵌して上記本体に上記床用ブラシを装着し、上
記ケーシングに対し上記接続用ベントを最上方まで揺動させた状態とすることで、上記ケ
ーシングを着床させて本体が自立し得ることを特徴とする請求項１または３に記載の携帯
型電気掃除機。
【請求項６】
　上記ケーシングに対する上記接続用ベントの揺動状態に応じて、上記受電側接続端子を
通じて上記モータに与えられる電力を入／切するためのスイッチング手段を含むことを特
徴とする請求項４に記載の携帯型電気掃除機。
【請求項７】
　上記接続用ベントは、上記ケーシングに対し上下方向に揺動可能であり、最上方まで揺
動させた状態において、上記スイッチング手段は電力を遮断する状態となることを特徴と
する請求項６に記載の携帯型電気掃除機。
【請求項８】
　上記本体の転倒姿勢に対して上記ケーシングの上記吸込口が床面に沿うことがないよう
に、上記接続用ベントの揺動位置を所定位置で止めるための揺動位置規制手段が設けられ
ていることを特徴とする請求項４に記載の携帯型電気掃除機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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